
議員氏名：小笠原 陶子 

議案番号：議案第５５号 

案 件 名：令和８年度二宮町一般会計補正予算（第２号） 

討論内容： 

私は大変不本意ではございますが、私自身はもう原案全部に賛成したいところですけれども、も

う今の古谷議員や、また、小林議員と同じように、この補正予算、とても大切な補正予算４億２,０

４６万１,０００円を追加する中で、この野地議員の提出した修正動議、これを通さなければほかの

約３０億のものが事業執行できなくなって、また、大幅にいろいろ職員の人たちがやりくりしなけ

ればならなくなる、また、町民それぞれに迷惑を被る。 

野地議員が今、いろいろ、るる説明されましたけど、この４人の、野地議員、善波議員、羽根議員、

岡田議員が、今年３月の補正予算も２度も否決して、そういう中で使わなくてもいいような税金、

例えば、体育館のＬＥＤ化だって、同じ仕様だって６５０万円も無駄に使うような状況に陥って、

うちの町が、財源を確保しろ確保しろと言いますけど、本当にこの２万数千人、そして、３キロの、

９キロ平米のこの小さな町で、どれだけお金を生み出すことができるのか、どんな町長になろうと

も、それは大変厳しいことでございます。 

それで、私はそういった意味で、本来はもう新庁舎も大賛成派でございますから、このくい１本、

このくいを打つことによってちゃんとした庁舎が建つわけですから、必要な予算でございます。 

私どもの町の給食センターも、掘ってみたら、いろいろ問題があって、やっぱり強いくいを打っ

て、川のそばですから、いろいろ、それで今給食センターができて、どこの町にも恥ずかしくないよ

うな給食を出させていただいていますけれども、必要なものにお金をかけることはもう絶対大切な

ことです。議員としてそれを進めなければなりません。 

そういったところで、大変不本意ですけれども、この修正案に賛成してまいります。後で、また

私、この後の７年度の決算のところでも、新庁舎のことについては述べさせていただきます。以上

です。よろしくお願いいたします。 


